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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年12月7日(2017.12.7)

【公開番号】特開2016-190916(P2016-190916A)
【公開日】平成28年11月10日(2016.11.10)
【年通号数】公開・登録公報2016-063
【出願番号】特願2015-70972(P2015-70972)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   3/03     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    3/03     ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ    3/03     ＣＥＺ　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３８１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３２５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３３１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３１１　

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月24日(2017.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  コア（Ｒ）が結晶性樹脂（Ａ）を含有し、シェル（Ｓ）がスチレン－アクリル系樹脂（
Ｂ）を含有する体積基準の平均メジアン径が２０ｎｍ～２μｍであるコア／シェル型樹脂
粒子（Ｐ）、および水性媒体（Ｘ）を含有する樹脂水性分散体（Ｑ）であって、スチレン
－アクリル系樹脂（Ｂ）が、重合性二重結合を有する芳香族炭化水素（ｂ１）と、炭素数
１～２２のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸エステル（ｂ２）と、カルボキシル基
と重合性二重結合を有する単量体（ｂ３）および／又はスルホ基と重合性二重結合を有す
る単量体（ｂ４）とを構成単位として有し、かつ（Ａ）と（Ｂ）が下記の関係式（１）を
満たす樹脂水性分散体（Ｑ）。
１５≦Ｘ≦５５      （１）      
Ｘ＝０．６１×ＡＶ－０．６４×（｜ＳＰＢ－ＳＰＡ－０．５｜）－０．３５×（｜ＥＢ

－ＥＡ＋２０｜）－０．５０×Ｍｗ／１０，０００＋１８．０      （２）
［但し、関係式（２）  中、ＡＶは（Ｂ）の酸価（ｍｇＫＯＨ／ｇ）、ＳＰＢは（Ｂ）の
溶解度パラメータ（ＳＰ値）、ＳＰＡは（Ａ）の溶解度パラメータ、ＥＢは（Ｂ）のエス
テル基濃度（重量％）、ＥＡは（Ａ）のエステル基濃度（重量％）、Ｍｗは（Ｂ）の重量
平均分子量を表す。］
【請求項２】
　スチレン－アクリル系樹脂（Ｂ）が構成単量体として重合性二重結合を有する芳香族炭
化水素（ｂ１）を５０～９５重量％含有する請求項１に記載の樹脂水性分散体（Ｑ）。
【請求項３】
　スチレン－アクリル系樹脂（Ｂ）の酸価が５～４０ｍｇＫＯＨ／ｇである請求項１また
は２のいずれかに記載の樹脂水性分散体（Ｑ）。
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【請求項４】
  スチレン－アクリル系樹脂（Ｂ）のゲルパーミエーションクロマトグラフィーで得られ
る分子量分布において、３，０００～６０，０００の領域に少なくとも１つのピークを有
する請求項１～３のいずれかに記載の樹脂水性分散体（Ｑ）。
【請求項５】
  スチレン－アクリル系樹脂（Ｂ）の１２０℃における貯蔵弾性率Ｇ’（１２０）が１×
１０３～１×１０６（Ｐａ）である請求項１～４のいずれかに記載の樹脂水性分散体（Ｑ
）。
【請求項６】
　結晶性樹脂（Ａ）が、エステル基、ウレタン基、ウレア基、アミド基、エポキシ基、及
び、ビニル基からなる群から選ばれる１種類以上を有する請求項１～５のいずれかに記載
の樹脂水性分散体（Ｑ）。
【請求項７】
  結晶性樹脂（Ａ）の重量平均分子量が３，０００～５０，０００である請求項１～６の
いずれかに記載の樹脂水性分散体（Ｑ）。
【請求項８】
  スチレン－アクリル系樹脂（Ｂ）の有機溶剤溶液と結晶性樹脂（Ａ）の水性分散体（Ａ
０）とを転相乳化して得られる請求項１～７いずれか記載の樹脂水性分散体（Ｑ）。
【請求項９】
  請求項１～８いずれか記載の樹脂水性分散体（Ｑ）中のコア／シェル型樹脂粒子（Ｐ）
の凝集物を熱融着させてなる樹脂粒子（Ｍ）。
【請求項１０】
　請求項１～８いずれか記載の樹脂水性分散体（Ｑ）中のコア／シェル型樹脂粒子（Ｐ）
および着色剤の凝集物を熱融着させてなる着色樹脂粒子（Ｎ）。
【請求項１１】
  請求項９に記載の樹脂粒子（Ｍ）又は請求項１０に記載の着色樹脂粒子（Ｎ）を含有し
てなるトナー（Ｚ）。
【請求項１２】
　下記の関係式（３）および（４）を満たす請求項１１に記載のトナー（Ｚ）。
Ｑ１／（Ｑ０×ｑ／１００）≧０．８      （３）
［関係式中、Ｑ０は（Ａ）を０℃から１５０℃まで毎分１０℃で昇温したときに示差走査
熱量測定で検出される第１回目の昇温過程における（Ａ）の吸熱ピークに基づく吸熱量［
Ｊ／ｇ］を表す。Ｑ１は、トナーを０℃から１５０℃まで毎分１０℃で昇温したときに検
出される第１回目の昇温過程における（Ａ）に由来の吸熱ピークに基づく吸熱量［Ｊ／ｇ
］を表す。ｑはトナーに対する（Ａ）の含有量（重量％）を表す。］
Ｑ２／Ｑ１≦０．５０      （４）
［式中、Ｑ２は、トナーの第１回目の昇温過程でＱ１を測定した後に、１５０℃から０℃
まで毎分１０℃で冷却した後、０℃から１５０℃まで再び毎分１０℃で昇温する第２回目
の昇温過程における（Ａ）に由来の吸熱ピークに基づく吸熱量［Ｊ／ｇ］を表す。］
【請求項１３】
  下記の関係式（５）を満たす請求項１１または１２に記載のトナー（Ｚ）。
１０≦Ｔｇ１－Ｔｇ２≦３０      （５）
［関係式（５）中、Ｔｇ１はトナーを０℃から１５０℃まで毎分１０℃で昇温したときに
示差走査熱量測定で検出される第１回目の昇温過程におけるガラス転移温度（℃）を表す
。また、Ｔｇ２はトナーの第１回目の昇温過程でＴｇ１を測定した後に、１５０℃から０
℃まで毎分１０℃で冷却した後、０℃から１５０℃まで毎分１０℃で再び昇温したときに
検出される第２回目の昇温過程におけるガラス転移温度（℃）を表す。］
【請求項１４】
　トナー中の結晶性樹脂（Ａ）の含有率が、２～５０重量％である請求項１１～１３のい
ずれかに記載のトナー（Ｚ）。
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【請求項１５】
  請求項１～８のいずれかに記載の樹脂水性分散体（Ｑ）中のコア／シェル型樹脂粒子（
Ｐ）を凝集させ熱融着させた後、水性媒体（Ｘ）を除去して得られる樹脂粒子（Ｍ）の製
造方法。
【請求項１６】
　請求項１～８のいずれかに記載の樹脂水性分散体（Ｑ）と着色剤の水性分散液とを混合
して分散液（Ｗ）を得た後、分散液（Ｗ）中のコア／シェル型樹脂粒子（Ｐ）および着色
剤を凝集させ熱融着させた後、水性媒体（Ｘ）を除去して得られる着色樹脂粒子（Ｎ）の
製造方法。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の製造方法により得られる樹脂粒子（Ｍ）又は請求項１６に記載の製
造方法により得られる着色樹脂粒子（Ｎ）を含有するトナーの製造方法。
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